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ンの検出のために本論文では CHLACを用いているが、 cf江ACの場合、 i府鰍的な奥行きのある画像の場合、
画像特徴の抽出が十分ではない場合があるという指摘が一部にある。本論文で、扱った画像は、麻酔医からの
アングル映像であり、撮影対象物(患者)との距離が一定のため、この懸念はない。しかし、手術室で動き
が激しい看護師の映像は奥行きのある画面となり、 CHLACでの特徴抽出により、リスク発見に真に必要な
シーンが検出できるかは今後確認を要すると考える。
このような討議がなされたものの、これらは本研究の本質的な優位性を損なうものではなく、新規性、波
及効果の高さは十分に認められた。
平成 24年2月3日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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